
１

は
じ
め
に

安
直
哉
氏
（
岐
阜
大
学
教
育
学
部
教
授
）
は
、
立
命
館
大
学
文
学
部
日
本

文
学
専
攻
を
卒
業
後
、
筑
波
大
学
大
学
院
で
国
語
教
育
を
学
び
、
研
究
者
の

道
に
進
ん
だ
。
話
し
こ
と
ば
教
育
を
主
た
る
研
究
対
象
と
し
、
そ
の
成
果
を

『
聞
く
こ
と
と
話
す
こ
と
の
教
育
学
│
国
語
教
育
基
礎
論
│
』（
東
洋
館
出
版

社
、
一
九
九
六
年
）、『
イ
ギ
リ
ス
中
等
音
声
国
語
教
育
史
研
究
』（
東
洋
館

出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
と
し
て
上
梓
し
た
。
そ
の
後
、「
読
む
こ
と
」
へ

と
研
究
領
域
を
広
げ
、
二
〇
〇
四
年
か
ら
二
〇
一
四
年
ま
で
の
十
数
年
に
わ

た
る
「
形
象
理
論
」
に
関
連
す
る
十
五
の
論
考
と
書
き
下
ろ
し
一
編
を
ま
と

め
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

２

形
象
理
論

形
象
と
は
心
に
思
い
描
く
姿
・
か
た
ち
（
イ
メ
ー
ジ
）
の
意
で
あ
る
が
、

文
学
に
お
い
て
は
言
語
そ
の
も
の
が
姿
・
か
た
ち
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な

い
。
言
語
は
読
み
手
が
読
み
取
っ
て
こ
そ
姿
・
か
た
ち
と
な
る
。
垣
内
松
三

は
「
雪
片
を
手
に
執
り
て
そ
の
結
晶
を
観
ん
と
す
る
時
、
掌
上
に
あ
る
も
の

は
一
滴
の
水
な
り
、
水
滴
を
分
析
し
て
結
晶
を
観
ん
と
す
る
が
如
き
が
今
の

言
語
・
文
学
研
究
の
態
度
な
り
。
言
語
・
文
学
の
本
質
を
観
ん
と
せ
ば
、
直

下
に
そ
の
微
妙
な
る
形
象
を
観
取
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
」（『
国
語
の
力
』
大
正

十
一
年
）
の
よ
う
に
述
べ
て
、
形
象
を
分
析
的
に
で
は
な
く
、
直
感
的
・
全

体
的
に
と
ら
え
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
そ
し
て
、
文
学
的
文
章
を
①
叙
述

的
機
構
、
②
表
現
的
機
構
、
③
象
徴
的
機
構
の
三
層
と
し
て
と
ら
え
、
そ
の

理
会
過
程
を
①
形
象
の
直
観
、
②
形
象
の
自
証
、
③
形
象
の
証
自
証
（
理

〔
書
評
〕

安
直
哉
著

『
国
語
教
育
に
お
け
る
形
象
理
論
の
生
成
と
展
開
』

井

上

雅
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会
）
と
措
定
し
た
。
垣
内
の
形
象
理
論
は
「
近
世
の
文
学
・
哲
学
・
言
語
論

（
�
）

を
摂
取
し
て
独
自
の
体
系
を
築
」
き
、
セ
ン
テ
ン
ス
・
メ
ソ
ッ
ド
、
三
読
法

な
ど
の
指
導
法
と
し
て
国
語
教
育
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

３

本
書
の
概
要

本
書
で
は
、
形
象
理
論
が
ど
の
よ
う
に
生
成
さ
れ
た
の
か
、
形
象
理
論
を

基
盤
と
し
て
発
展
を
遂
げ
た
「
国
語
教
育
解
釈
学
」
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し

た
の
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。「
序
」「
結
論
」
と
、
三
部
に
分

か
れ
た
十
六
の
章
か
ら
な
る
。
本
書
の
目
次
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
（
各

章
の
見
出
し
と
各
章
の
節
の
数
を
〈

〉
に
挙
げ
る
。
序
と
、
結
論
・
初
出

一
覧
・
参
考
文
献
・
あ
と
が
き
は
省
略
し
た
）。

第
一
部

形
象
理
論
の
生
成
過
程

第
一
章

開
発
教
授
期
の
読
み
方
教
育
〈
６
〉

第
二
章

形
象
理
論
の
浸
透
背
景
〈
７
〉

第
三
章

形
象
理
論
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
〈
３
〉

第
四
章

形
象
理
論
と
エ
ド
ム
ン
ド
・
ヒ
ュ
ー
イ
〈
３
〉

第
五
章

形
象
理
論
の
淵
源
〈
５
〉

第
六
章

垣
内
松
三
初
期
国
語
教
育
学
説
の
考
察
〈
６
〉

第
七
章

セ
ン
テ
ン
ス
・
メ
ソ
ッ
ド
の
思
想
〈
５
〉

第
八
章

国
語
教
育
に
お
け
る
セ
ン
テ
ン
ス
・
メ
ソ
ッ
ド
の
考
察
〈
４
〉

第
九
章

垣
内
松
三
と
飛
騨
教
育
会
夏
季
国
語
教
育
講
習
会
〈
６
〉

第
十
章

形
象
理
論
と
倒
語
説
〈
７
〉

第
十
一
章

国
語
教
育
の
ア
レ
ゴ
リ
ー
〈
８
〉

第
二
部

形
象
理
論
の
展
開
過
程

第
十
二
章

国
語
教
育
解
釈
学
の
生
成
〈
７
〉

第
十
三
章

国
語
教
育
解
釈
学
の
理
論
的
一
考
察
│
〈
歴
史
的
主
体
〉

序
論
│
〈
５
〉

第
十
四
章

戦
時
体
制
期
の
国
語
教
育
解
釈
学
│
〈
国
民
国
家
〉
に
乗

り
捨
て
ら
れ
る
〈
国
民
〉
│
〈
５
〉

第
三
部

形
象
理
論
関
連
論
考

第
十
五
章

鍛
錬
主
義
国
語
教
育
の
系
譜
〈
６
〉

第
十
六
章
「
青
い
煙
」
の
形
象
│
教
材
「
ご
ん
狐
」
最
終
文
の
解
釈

│
〈
４
〉

第
一
部
で
は
、
国
語
教
育
に
お
け
る
形
象
理
論
の
生
成
過
程
に
つ
い
て
考

察
し
て
い
る
。
読
み
方
教
育
・
文
章
理
解
の
方
法
に
は
ワ
ー
ド
・
メ
ソ
ッ
ド

（
単
語
法
）
と
セ
ン
テ
ン
ス
・
メ
ソ
ッ
ド
（
文
章
法
・
全
文
法
）
が
あ
る
。

ワ
ー
ド
・
メ
ソ
ッ
ド
は
新
出
文
字
や
難
語
句
の
注
釈
・
説
明
か
ら
始
め
る
の

に
対
し
て
、
セ
ン
テ
ン
ス
・
メ
ソ
ッ
ド
は
文
・
文
章
か
ら
入
る
も
の
で
文
章

全
体
の
通
読
・
直
観
を
出
発
点
と
す
る
。
セ
ン
テ
ン
ス
・
メ
ソ
ッ
ド
は
形
式

的
・
要
素
的
な
ワ
ー
ド
・
メ
ソ
ッ
ド
へ
の
批
判
と
し
て
生
ま
れ
、
大
正
末
期

か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
国
語
教
育
の
方
法
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
そ
れ

は
垣
内
松
三
が
『
国
語
の
力
』
で
「
文
の
読
方
と
し
て
は
、
文
全
体
か
ら
出

発
し
、
文
を
以
て
統
率
す
る
方
法
と
し
て
のSentence

m
ethod

に
近
づ
い

て
い
く
よ
り
外
に
、
そ
れ
に
活
力
を
加
え
る
方
法
は
あ
り
得
な
い
」
と
提
唱

し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
と
い
わ
れ
る
。

六
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第
一
章
で
は
、
日
本
に
お
け
る
セ
ン
テ
ン
ス
・
メ
ソ
ッ
ド
導
入
は
、
実
際

に
は
明
治
十
年
代
後
半
で
あ
り
、
そ
れ
は
ジ
ョ
ホ
ノ
ッ
ト
の
開
発
教
授
法
が

日
本
に
紹
介
さ
れ
る
な
か
で
導
入
さ
れ
た
と
論
究
し
て
い
る
。
し
か
し
、
当

時
は
伝
統
的
な
注
入
主
義
が
根
付
い
て
お
り
、
セ
ン
テ
ン
ス
・
メ
ソ
ッ
ド
を

受
け
入
れ
る
土
壌
が
無
か
っ
た
た
め
、
広
ま
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
述
べ
て

い
る
。

第
二
章
で
は
、
大
正
期
に
な
っ
て
セ
ン
テ
ン
ス
・
メ
ソ
ッ
ド
が
受
け
入
れ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
教
育
文
化
上
の
基
盤
を
解
明
し
て
い
る
。
大
正
自
由

主
義
下
に
自
学
主
義
の
読
み
方
教
育
論
が
展
開
さ
れ
、
全
文
の
通
読
が
定
着

す
る
。
そ
れ
は
セ
ン
テ
ン
ス
・
メ
ソ
ッ
ド
と
相
通
じ
る
読
書
過
程
で
あ
っ

た
。
さ
ら
に
大
正
生
命
主
義
に
よ
っ
て
、
読
者
を
発
見
・
定
位
す
る
こ
と
と

な
っ
た
が
、
読
者
に
重
き
を
置
き
過
ぎ
た
た
め
主
観
的
な
読
み
に
流
さ
れ
る

傾
向
が
あ
っ
た
。
そ
の
揺
り
戻
し
と
し
て
、
文
章
と
そ
の
背
景
に
あ
る
作
者

を
見
据
え
る
形
象
理
論
の
発
芽
が
あ
っ
た
と
考
察
し
て
い
る
。

第
三
章
〜
第
五
章
か
ら
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
、
エ
ド
ム
ン
ド

・
ヒ
ュ
ー
イ
と
い
っ
た
先
学
か
ら
、
垣
内
が
セ
ン
テ
ン
ス
・
メ
ソ
ッ
ド
、

「
直
感
・
自
証
・
証
自
証
」
と
い
っ
た
指
導
理
論
を
受
容
し
た
過
程
と
そ
れ

ら
に
ま
つ
わ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

垣
内
の
形
象
理
論
は
、
読
者
の
主
体
性
を
欠
落
さ
せ
た
理
論
で
あ
る
と
批

判
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
形
象
理
論
に
よ
る
国
語
教
育
解
釈
学

は
、
本
来
読
者
重
視
の
思
想
を
内
包
し
て
い
る
と
『
石
叫
ば
む
』
を
も
と
に

指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
直
感
・
自
証
・
証
自
証
」
と
い
う
読
み
の
過
程

に
お
い
て
、「
自
証
・
証
自
証
」
に
は
読
者
の
個
性
を
取
り
込
ん
だ
読
み
方

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
第
六
章
で
は
記
し
て
い
る
。

第
一
章
で
明
治
十
年
代
に
セ
ン
テ
ン
ス
・
メ
ソ
ッ
ド
の
思
想
が
移
入
さ
れ

た
こ
と
を
論
究
し
て
い
る
が
、
こ
の
セ
ン
テ
ン
ス
・
メ
ソ
ッ
ド
は
直
観
教
授

的
思
想
と
親
和
性
の
強
い
文
章
読
解
法
で
あ
る
。
こ
の
直
観
教
授
的
思
想
が

大
正
末
の
国
語
教
育
界
で
復
活
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
セ
ン
テ
ン
ス
・
メ
ソ

ッ
ド
が
広
が
る
契
機
と
な
っ
た
と
第
七
章
で
は
論
じ
て
い
る
。

第
八
章
で
は
、
日
本
の
国
語
教
育
に
お
け
る
セ
ン
テ
ン
ス
・
メ
ソ
ッ
ド
の

導
入
は
、
世
界
の
動
向
と
趣
を
異
に
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
大
正
期
の
生
命
主
義
の
思
想
、
お
よ
び
直
観
主
義
の
思
想
は
、
物
事
の

全
体
像
を
総
合
的
・
統
一
的
に
理
解
す
る
と
い
う
共
通
点
を
も
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
全
文
通
読
の
学
習
過
程
が
普
及
し
、
そ
こ
に
セ
ン
テ

ン
ス
・
メ
ソ
ッ
ド
と
い
う
理
念
が
一
致
し
た
と
記
し
て
い
る
。

第
九
章
で
は
、
垣
内
の
形
象
理
論
が
地
方
に
伝
授
さ
れ
る
一
事
例
を
示
し

て
い
る
。

第
十
章
で
は
、
心
と
言
葉
と
の
間
に
「
ひ
ず
み
」
が
あ
る
こ
と
が
芸
術
味

を
も
た
ら
す
と
い
う
垣
内
の
形
象
理
論
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
国
学
者
・
富

士
谷
御
杖
の
倒
語
説
の
影
響
に
よ
っ
て
成
立
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。「
倒
語
」
と
は
西
洋
レ
ト
リ
ッ
ク
の
換
喩
に
相
当
す
る
表
現
法
で
あ
る
。

換
喩
は
句
や
文
に
限
ら
ず
、
文
章
全
体
や
文
学
作
品
全
体
に
も
機
能
す
る
。

形
象
理
論
と
は
文
章
全
体
を
一
種
の
換
喩
表
現
（
ア
レ
ゴ
リ
ー
）
と
し
て
読

む
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
意
を
観
取
す
る
方
法
論
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

第
十
一
章
で
は
、
高
木
市
之
助
が
リ
ア
リ
ズ
ム
に
基
づ
い
て
書
い
た
教
科

書
教
材
「
軍
艦
生
活
の
朝
」「
石
安
工
場
」
が
本
人
の
意
図
と
は
違
い
、
ア

安
直
哉
著
『
国
語
教
育
に
お
け
る
形
象
理
論
の
生
成
と
展
開
』
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レ
ゴ
リ
ー
的
に
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
う
え

で
、
ア
レ
ゴ
リ
ー
に
よ
っ
て
文
学
教
材
を
解
釈
す
る
の
が
国
語
教
育
に
お
け

る
読
み
方
の
本
質
的
な
性
格
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

第
二
部
で
は
、
国
語
教
育
に
お
け
る
形
象
理
論
の
展
開
過
程
を
考
察
し
て

い
る
。
形
象
理
論
を
基
盤
と
し
て
発
展
を
し
た
「
国
語
教
育
解
釈
学
」
の
戦

時
下
に
お
け
る
位
置
づ
け
に
つ
い
て
論
究
し
て
い
る
。

第
十
二
章
で
は
、
国
語
教
育
解
釈
学
は
、「
自
己
を
読
む
」
読
み
方
と
、

規
範
主
義
的
読
み
方
（
日
本
精
神
主
義
）
と
い
う
異
な
る
読
み
方
を
共
に
連

結
し
て
誕
生
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

第
十
三
章
で
は
、
こ
の
一
見
矛
盾
す
る
読
み
手
の
位
置
づ
け
が
ど
う
し
て

生
ま
れ
た
の
か
を
考
察
し
て
い
る
。
本
来
解
釈
学
は
読
者
尊
重
の
読
み
に
還

元
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
解
釈
を
す
る
た
め
に
は
相
応
の
知
識
と
経

験
が
必
要
と
な
る
が
、
児
童
は
そ
れ
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ

て
一
定
の
読
み
の
型
を
教
え
る
こ
と
に
な
り
、
規
範
的
な
読
み
方
を
示
す
こ

と
に
な
る
と
考
察
し
て
い
る
。

第
十
四
章
で
は
、
戦
時
体
制
期
の
国
語
教
育
解
釈
学
が
、
解
釈
の
柔
軟
性

を
失
い
、
硬
直
化
し
て
い
っ
た
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。

第
三
部
で
は
、
形
象
理
論
に
関
連
す
る
論
考
を
二
つ
掲
載
し
て
い
る
。
第

十
五
章
は
、
戦
時
下
で
は
身
体
主
義
、
ま
た
は
錬
成
主
義
的
な
素
読
教
育
が

形
象
理
論
の
解
釈
学
を
押
し
の
け
て
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。
第
十
六
章
で
は
、「
ご
ん
狐
」
の
最
終
文
「
青
い
け
む
り
」
あ
た

り
の
解
釈
を
も
と
に
し
て
、
解
釈
に
は
「
言
外
の
文
化
常
識
」
が
必
要
で
あ

り
、
形
象
理
論
が
「
言
外
の
文
化
常
識
」
に
拠
っ
て
立
つ
こ
と
を
示
し
て
い

る
。

４

お
わ
り
に

本
書
は
形
象
理
論
の
生
成
と
展
開
に
つ
い
て
、
古
今
東
西
の
幅
広
い
分
野

か
ら
資
料
を
渉
猟
し
、
緻
密
に
分
析
、
考
察
し
た
労
作
と
い
え
よ
う
。
ま

た
、
随
所
に
新
し
い
見
方
を
示
し
な
が
ら
、
形
象
理
論
の
本
質
に
つ
い
て

「
形
象
理
論
の
基
本
に
は
、
西
洋
レ
ト
リ
ッ
ク
で
い
う
換
喩
の
技
法
が
認
め

ら
れ
る
〈
中
略
〉。
換
喩
を
中
心
と
し
た
比
喩
を
用
い
て
は
じ
め
て
真
理
の

示
唆
的
表
現
が
可
能
に
な
る
〈
中
略
〉。
こ
れ
が
国
語
科
読
み
方
教
育
の
基

本
構
造
な
の
で
あ
る
」
と
い
う
言
は
卓
見
で
あ
る
。
欲
を
い
え
ば
、
難
解
な

形
象
理
論
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
説
明
と
全
体
像
の
提
示
を
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
各
章
の
内
容
上
の
つ
な
が
り
が
明
確
に
な
り
、
初
学
者
に
も
本
書
の

価
値
が
十
分
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
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書
、
二
〇
一
五

（
東
洋
館
出
版
社
、
三
六
三
頁
、
二
〇
一
五
年
三
月
刊
、
本
体
価
格
五
〇
〇

〇
円
）

（
い
の
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